
 
普及項目 その他 

漁業種類等 － 

対象魚類 － 

対象海域 有明海、八代海、天草西海 

 

水産普及活動情報の発信 
                    水産研究センター企画情報室・森下 貴文 

 

【背景・目的・目標（指標）】 

現場で活動する普及指導員の活動情報は、水産施策上、非常に重要な情報源である。そ

こで、関係機関が現場の状況を把握し、本県水産業を振興する施策に反映させるために普

及指導員の活動情報を県関係機関に迅速かつ効率的に伝えることを目的とし、22報（県下

に配置されている 11名の普及員が年 2回報告）の発信を目標とした。 

【普及の内容・特徴】 

各広域本部水産課の普及指導員が、水産研究センター企画情報室に提供した活動情報を

水産普及活動情報としてとりまとめ、関係機関に庁内メールシステムにより情報を発信し

た。  

その内容は、普及指導員による二枚貝の増養殖技術の普及や試験、漁業士会活動への支

援等、合計 56報であった。 

【発信した情報】 

（１）県北広域本部水産課 32報（アサリ、マガキの増養殖指導等） 

（２）県南広域本部水産課 13報（アサリ増殖指導等） 

（３）天草広域本部水産課  8報（クマモト・オイスター養殖指導等） 

（４）水産研究センター   3報（新規就業者研修等） 

【成果・活用】 

関係機関から、「現場の状況や抱える課題・問題点が分かる」、「普及指導員の活動状

況や活躍ぶりが分かる」との声が聞かれた。 

同じ課題を抱える普及指導員相互の情報交換ができた。さらに、関係者から指摘やア

ドバイスを受けることで、普及指導員の資質向上や活動の進展が図られた。 

【達成度自己評価】 

5 十分に達成され、目標（指標）を上回る成果が得られた（101％以上） 

 

 

 

 



 

 

図 水産普及活動情報の一例 


